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Guidance for checking the wear degree of the TSS machine arm lifting female screw

SME‐0009

メネジが減ったまま使⽤を続けると
アーム（クロスレール）落下
の恐れがあります。

指針はアーム上⾯にアーム昇降台形ネジ
に向かって設置してあります

機械やワークを損傷させない
為にもメネジの摩耗具合を
チェックし早めの交換をお勧め
致します。
チェック⽅法は次⾴よりご説明
致します。
この機会に是⾮、ご質問等含
め弊社迄ご⼀報頂ける事をお
願い申し上げます。

摩耗度検出指針チェック
いつやりましたか︖



TSS機 アーム昇降メネジの摩耗度点検のご案内
Guidance for checking the wear degree of the TSS machine arm lifting female screw

SME‐0009

詳細

摩耗度チェック⽅法

上記“摩耗度チェック⽅法”は敢えて取扱説明書の保全の項に
記述されているものを抜粋し補⾜を加えたものです。
次頁の“指針チェック時の注意事項”をよくご覧いただき、安全確保
の為、チェック前に必ず実施して頂ける事をお願い申し上げます。

横けた昇降めねじ摩耗度検出指針
横けた上⾯昇降ねじ軸の出た部分に、めねじ摩耗度検出指針が付いております。

（下図をご参照願います。）
すえつけ当初は「Ｃ」すきまを1.5ｍｍに設定してありますが、⻑年使⽤しておりますとめね
じが摩耗し、「Ｃ」すきまが少なくなってきます。「Ｃ」すきまが０（ゼロ）になったら横けた昇
降めねじを新品と交換してください。
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指針チェック時の注意事項
・測定の際、アーム下⾯にアーム落下防⽌⽤の台（アーム重量
約7,000ｋｇに耐えれるもの）を危険防⽌（偶然にも指針チェック
時アーム落下に陥った時、被害が出ないよう）の為に必ず設置
をお願いします。

・アームの下には⼊らないで下さい。（台設置後も）

・摩耗検知⽤指針の取り付き状態（機械移設等での付け直し、
指針に接触により折れ・曲がりがある場合）によっては直接、
メネジのチェックが必要となりますので、状態が怪しい場合は
ご相談下さい。

・メネジの摩耗度はアーム昇降の頻度によります。
ほとんどアームを動かさないお客様については動かすときに
別の注意（サビや汚れの⼿⼊れ等）が必要ですのでお問い合
わせ下さい。

以上を御熟読いただき
・測定結果
・測定出来なかった
・その他ご質問
等をご連絡頂ける事をお願い申し上げます。
メネジの交換が必要と判断される場合には、御⾒積を提出させて頂きます。
（作業時間は半⽇程になります）
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